
【学校教育目標】 やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

～ かがやく杉谷っ子のために ～ 島原市立第四小学校 

学校だより №48 

令和 3 年 3 月 9 日（火） 

文責：校長 大槻浩二 

６年生ありがとう集会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合防災避難訓練を実施しました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月５日（金）に「６年生ありがとう集

会」を行いました。例年ならば、体育館で

行っていた集会ですが、今回は密になる

ことを避け、リモート集会として実施し

ました。何とか６年生に感謝の気持ちを

伝えたいという想いから内容を工夫して

実施しました。 
 

各学年では、集団登校でお世話になった

ことや、朝のボランティア活動、運動会を

はじめとする各種行事でのリーダーとし

ての活躍に感謝を伝える発表が行われま

した。 
 

各学年の発表は、事前に録画しておき、

放送しました。とても素晴らしい内容で

した。感動いっぱいでした！ 

その後、学校旗の継承式を運営委員会で

行い、６年生から５年生へリーダーが引

き継がれました。最後に６年生がお礼の

気持ちを込めて、メッセージと歌のプレ

ゼントをしてくれました。 
 

今年度は、保護者への参観案内はできな

かったため、各学年の発表はホームペー

ジから動画が視聴できます。子どもたち

のすばらしい発表をぜひご覧ください！ 

３月１日に総合防災避難訓練を実施し

ました。杉谷地区消防団の方々にたくさ

ん参加していただき、訓練の様子につい

て指導していただきました。 
 

今回は地震の後、調理場から火災が発生

した想定です。地震が発生し、避難経路が

通行できなかった場合や、負傷者の避難、

行方不明者の捜索など、子どもたちの避

難の仕方だけでなく、職員の動きも確認

しました。 
 

実施後は、消防団の方々から指導をいた

だき、今後の訓練にさっそく生かしてい

きたいと思います。 

今年の３月１１日で東日本大震災から

１０年目を迎えます。最近は、地震も増え

ているように思います。いつ起こるかわ

からない災害に備えて、避難場所など、家

族でも話し合っておきましょう。 



【学校教育目標】 やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

第２回杉谷を愛する会（学校支援会議）を実施しました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 最後の授業参観は、学習のまとめ 

  の発表であった。どの学級も工夫が 

  あり、自分たちの成長を見せること 

  ができた。発表の機会は少なかった 

  が、確実に成長を感じて感動した！ 
 

第四小学校ホームページ 
【ＵＲＬ】 https://4sho.shimabara-edu.com/          ←QRコードで 

※ 動画も upして、より魅力的な HPをめざします！         ジャンプ！      
 

２月２５日（木）に第２回目の「杉谷を

愛する会」（学校支援会議）を開催しまし

た。今年度は、なかなか学校の様子を参観

していただく機会がなかったため、２年

生と６年生の授業参観を見ていただきま

した。 
 

その後、今年度の反省と、来年度の計画

について話し合いました。また、保護者と

地域関係者の学校評価についても結果を

考察し意見の交換を行いました。 

来年度は、コロナ感染が終息し、地域の

方々との交流が増えることを願うばかり

です。 

「
が
ん
ば
れ
」
の
次
は
、 

「
遊
び
に
来
た
よ
」
の
ひ
と
言
が
、 

東
北
の
力
に
な
る
。 

  

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
十
度
目
の
三
月
十
一
日
を
迎
え
る
。 

 

防
波
堤
の
建
築
や
土
地
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の

復
興
は
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。 

 

こ
れ
か
ら
必
要
な
の
は
、
や
は
り
「
人
」
だ
ろ
う
。 

 

い
か
に
人
が
戻
る
か
。
い
か
に
人
が
訪
れ
る
か
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
人
が
自
由
に
動
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
復
興
の
妨
げ
に
な
っ
た
の
は
間
違

い
な
い
。 

 

感
染
が
終
息
し
た
ら
、
自
分
の
足
で
出
向
き
、
自
分
の
目
で

復
興
の
現
状
を
見
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
の
耳
で
そ
こ
に
暮
ら

す
人
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
。 

  
本
校
で
も
総
合
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。 

「
訓
練
の
結
果
は
、
百
点
か
零
点
し
か
な
い
」
と
話
し
た
。

一
人
で
も
ふ
ざ
け
た
り
真
剣
さ
が
な
か
っ
た
ら
零
点
だ
。

訓
練
は
、
常
に
百
点
を
目
指
す
。 

本
校
は
、
雲
仙
普
賢
岳
災
害
の
被
害
を
受
け
た
地
域
だ
。 

全
国
の
支
援
に
よ
り
復
興
し
た
街
で
あ
る
。 

 

そ
こ
に
住
む
も
の
と
し
て
、
過
去
か
ら 

学
び
、
未
来
に
伝
え
る
。 

そ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
。 

  


